




　会員の皆様に於かれましては益々御健勝にてご活躍の事とお慶び

申し上げます。

　又、此の度“東日本大震災”の多くの被害者の方々に対し、深く哀

悼の意を表すと共に、一日も早い復興を祈念致します。

　さて今般、私石井は当連盟平成 22 年度総会にて、全役員、会員

のご推挙に依り、第6代会長の要職に就任致しました。何卒、会員皆々

様のより一層の厚きご支援ご協力を賜り度く、ここに改めてお願い申

し上げます。

　皆様既にご存知の如く今日の日本経済の未曾有の不振不景気と相

まって、我々ゴルフ業界を取り巻く環境も一段と厳しくなり、大変なる

苦戦を強いられて居るのが現状で有りましょう。

　そこで今、我々練習場連盟は、全員一人一人が当連盟創立理念の

原点に戻り、各ゴルフ練習場、各支部及びゴルフ関連団体との連携

を密にし魅力ある事業を企画立案、実施する事に依り、会員皆様へ

のメリットを創造して参りたいと存じます。そして、その結果ゴルフ業

界の発展、活性化に寄与する事に繋がれば幸甚に存じます。

　どうぞ、会員皆様の御指導御鞭撻を重ねてお願い申し上げます。

　皆様のご多幸と御隆盛を祈念致します。

（社）全日本ゴルフ練習場連盟
会長　石井 信成
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平成 23 年 6 月 8 日（水）京王プラザホテルにて第 20 期Ｊ

ＧＲＡ通常総会を開催致しました。事務局進行のもと参加

者が報告され会議の成立が宣言されました。＜会員数 436

場、出席 238 場（内委任状出席 213 場）＞

冒頭、東日本大震災の被災者に対して黙祷が捧げられ、議

長には体調不良の境野会長に代わりに恒藤副会長が就任

し、順次議事に入りました。

第 20 期ＪＧＲＡ通常総会

　各議案は満場一致で原案通りに承認され、第５号議案「役

員選任の件」では新役員が承認された後、別室にて理事の

互選が行われ、新体制が報告されました。

　また報告事項では、公益法人制度移行について横山副

会長より現状の組織体制を崩すことなく公益法人が取得で

きるようなら取得に向けて準備をし、次回総会にて承認を

得て、すぐに国への申請ができるように進めていきたいと

の報告がありました。

　すべての議案・報告が無事終了し、新しい役員より今後

に向けての力強い決意表明のもと挨拶がされ、出席者全員

が拍手をもって門出を祝しました。

　翌日は、関係者による親睦ゴルフ会を東京よみうりカン

トリークラブで開催しました。参加者はゴルフの腕前を競

いつつ、ビジネスやプライベートの話などで盛り上がり、親

睦を深めていました。プレー終了後には、懇親会と表彰式

が行われ、かくも盛大に終了することができました。

第 1号議案　平成 22 年度事業報告案の件
第 2号議案　平成 22 年度収支報告案の件
第 3号議案　平成 23 年度事業計画案の件
第 4号議案　平成 23 年度収支予算案の件
第 5号議案　役員選任の件

その他報告事項　
①各支部活動成果の件
②公益法人制度移行の件
③事務所移転の件

■平成23年度役員名簿

役職 氏名 備考
会　　長 石井　信成（関東） 　
副 会 長 北野　友之（関西） 　

〃 横山　雅也（関東） 　
〃 柴山　忠雄（東北） 　

常務理事 古賀　正隆（九州） 　
常任理事 森　　茂幸（中四国） 　

〃 太田　博視（北海道） 　
理　　事 加藤　賢治（関東） 新任

〃 北岡　利昭（関東） 新任
〃 橋本　幸治（関西） 新任
〃 海瀬　正孝 　
〃 佐々木　和孝 　
〃 須永　幸彦 　
〃 北川　元洋 　
〃 田中　誠三 　
〃 広瀬　恒夫 　
〃 米山　安彦 　
〃 八木　優幸　 新任
〃 島田　忠次 　

監　　事 鈴木　晴澄 　
〃 小林　廉造 　
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横山：東日本大震災をうけて、5 月 20 日に柴山忠雄支部長の案内
のもと、仙台及び石巻周辺の被災地域を訪問してまいりました。本
日はその時の状況を写真に収めてきましたので、写真を見ながら 3
名の方々に当時を振り返ってご報告をして頂きます。
横山：5月 20 日に東京発の新幹線に乗り仙台駅に向かいました。仙
台駅周辺ではビルなどの補修工事が行われていましたが、公共機関、
人の動きは、平常時に近い状況で粛 と々復旧作業が進められていま
した。（写真 1）（写真 2）

柴山支部長の案内で仙台市内を回りました。仙台空港周辺を通過す
ると、あたり一面が瓦礫の山でその景色を見て初めて甚大な被災状
況を実感しました。（写真 3）
柴山：ここは空港の目の前ですが近くの川は氾濫し、ガードレールが
溶けたように曲がり、道や建築物が考えられない状況で破壊されてい
ます。（写真 4）

横山：空港周辺を抜けて宮城県南部にある荒浜港で足を止めました。
（写真 5）（写真 6）
柴山：写真には平地の周りに木材や瓦礫が山のように積まれています
が、震災前には建築物が連なり人の往来が多く見られる場所でした。
今はご覧の通りです。
横山：後日 Google マップのストリートビューで震災前の荒浜港を確認
しましたが、あまりのギャップに震災の激しさを改めて実感しました。
横山：最初の訪問先には宮城県南部にあるゴルフ練習場「ハシモトゴ
ルフガーデン（加盟）」へ向かいました。
柴山：宮城県亘理郡周辺は海沿いということもあり、津波被害を大き

く受けた地域でした。道路は地震・津波により波打つほど損傷が激
しく、「ハシモトゴルフガーデン」は残念ながら津波により全壊となっ
たそうです。オーナー様の身元も一ヶ月程確認ができなかったのです
が、先日区役所に行き、お亡くなりになったことを確認しました。
この地域は特に損傷が激しく、周辺は通行止めになっており、これ
以上進むことが出来なかったため、被災者の方に黙祷を捧げ、次の
目的地に向かいました。（写真 7）（写真 8）

横山：高速に乗って石巻周辺にあるゴルフ練習場のもとに向かいま
した。グリーンスポーツ阿部英七郎氏と合流し、Ａ練習場（仮称：
非加盟）を訪問しました。（写真 9）（写真 10）（写真 11）
阿部：この練習場はうちから 3 分ほどの場所にあります。この練習場
では震災により多くの方が亡くなりました。ゴルフ練習場の打席周り
やグリーン、ネットなど各所で亡骸が発見され、その数は数百名にも
上ったそうです。その中で 1 名だけ助かった方がいるそうで、その方
は倒れて海面に浮かんだネットにつかまり救助を待ったとのことです。
津波により車や瓦礫等が混在する中で、押し寄せ戻る津波に耐えうる
ことは想像を絶する困難だったと思います。
横山：津波は 1 メートル～ 2 メートルの高さで押し寄せたようですね。
阿部：はい、それにより1 階は壊滅状態でしたが、2 階はなんとか
難を逃れることが出来たようです。建物自体が残ってくれてたのは不
幸中の幸いだったのではないでしょうか。

横山：Ａ練習場を後にし、阿部
英七郎氏のグリーンスポーツに向
かいました。周辺では生物が腐り、
それが化学物質と混ざりとてつも
ない異臭を放っていました。
阿部：異臭の原因は民家の冷蔵
庫や工場の倉庫が壊れたためだ
と思われます。
横山：この周辺では津波が町を
飲み込み一部の山を削るほど押し寄せてきましたね。

東北支部による
東日本大震災の被災報告

仙台・石巻
特集

平成 23 年 6 月 8 日（水）第 20 期ＪＧＲＡ通常総会開催後の懇親会にて「東日本大震災」による被災状況が東
北支部より報告された。横山雅也副会長進行のもと、東北支部からは柴山忠雄氏（宮城ゴルフガーデン：宮城県）、
阿部英七郎氏（グリーンスポーツ：宮城県）、佐藤友幸氏（荒川ゴルフクラブ：福島県）が報告者として出席し、被
災後の写真を交えながら、近況報告が行われた。

写真1
写真 7

写真 9

写真 8

写真10

写真11

写真 3

写真 5

写真 2

写真 4

写真 6
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阿部：そうですね、ライフラインは切断され、電気が使えず、復旧ま
でに半月程かかったために、それまでは外部からの情報はまったくわ
からなかったです。そんな中、一番最初に連絡して頂いた恒藤光夫
前副会長には感謝をしております。今は家があり命があったことが幸
いだと感じております。
横山：しばらくしてグリーンスポーツに到着しました。（写真 12）道路
には波に押し上げられた船や流されてきた建築物が不自然な形で点
在しているのを見てびっくりしました。
阿部：それでも震災から 2 ヶ月が経ち、道路が見えるまでになってる
ので震災時と比べればだいぶ整備されてましたよ。
横山：そうですね。2 ヶ月間で往来できるまで道路が整備され片付け
られているのはいろんな方々の応援があったからだと実感しました。
阿部：グリーンスポーツもお蔭様で現在では被災時よりは施設も整備
され、営業を開始するまで復旧することが出来ました。それには関
係者の温かい声援やゴルフ練習場やメーカーより、クラブをはじめと
した道具を寄付して頂けた事が大きな力となりました。この場を借り
てお礼を言わせて頂きます。
横山：訪問時には思った以上に入場者も見られ、順調に復旧が進め
られているように感じましたね。
阿部：現在の客数は前年比 50％に落ち込み、集客のためにボール代
の値下げを行っており客単価が半減していますので、今後の見通しは
まだまだ明るいものではありませんね。しかしながら応援して頂ける
皆様、ゴルフを唯一の楽しみにしている被災者も多くいます。その方々
のためにも一日でも早く復旧に向けて努力していくつもりです。
横山：同じ石巻でもＡ練習場では甚大な被害をこうむりましたが、グ
リーンスポーツでは営業を再開するまで復旧が進んでおり、同じ地域
でも被災レベルに違いがあることを感じました。
そういった意味では我々JGRAでは甚大な被害を受けた方、被害を
受けたが通常の生活を取り戻しつつある方など、被災レベルに応じた
ニーズを汲み上げ、それに応える援助活動を模索し取り組む必要が
あると実感しました。
横山：今回の訪問では残念ながら福島県まで向かうことが出来ませ
んでした。そこで本日福島県よりお越し頂いた荒川ゴルフクラブの佐
藤友幸氏より近況を報告して頂きます。
佐藤：私の練習場は福島県いわき市にあります。いわき市は太平洋沿
いの海岸にあるため、今回の震災により海から1kmまでの海岸線は、
仙台・石巻と同じ被害状況となっております。ただそれより内陸に入

　被害報告は、津波被害も関連し太平洋沿岸部の「岩手県」「宮城県」
「福島県」から多数寄せられ、比較的内陸にある「秋田県」「青森県」
からは営業に支障がない傾向にあった。また回答を得ることが出来
なかった一部の練習場からは、「まだ心の整理がついていない」「復
旧作業で手が回らない」との声があり、震災の厳しさを実感した結果
となった。

平成 23 年 3 月11日に起きた「東日本大震災」を
うけて（社）全日本ゴルフ練習場連盟では東北地域
のゴルフ練習場の被災状況の調査を致しました。

　「被害あり」では施設関連の損傷がほとんどであったが、「練習場
の全壊によりスタッフが亡くなる」「放射能汚染による外出禁止令が
出される」など一部では人的被害が報告された。

1. 被災ゴルフ練習場数について
　（被害あり：43 場　被害なし：103 場）

2. 県別被害状況について

調査実施日：平成 23 年 4 月15 日（金）
調査ゴルフ練習場数：214 場（加盟・未加盟含む）、回答数：146 場（68％）
調査エリア：東北地区（岩手県、宮城県、山形県、秋田県、青森県、福島県）

県名 場数 回答数 回答率 被災状況
被害あり 被害なし

岩手県 35 17 49% 5 12
宮城県 42 34 81% 23 11
山形県 23 16 70% 0 16
秋田県 25 18 72% 1 17
青森県 27 23 85% 0 23
福島県 62 38 61% 14 24
合　 計 214 146 68% 43 103

被害あり 43
被害なし 103

りますと被害は軽く、なんとか通
常の生活ができるレベルにある状
況です。私のゴルフ練習場では、
3月11日震災時に営業を停止しま
したが、大きな被害もなく水以外
のライフラインは供給されていた
ため、比較的あわてることなくテ
レビ・ラジオで各地の状況を調べていました。翌日 3 月12 日にはス
タッフと相談し、営業を再開する予定でしたが、同日午後に福島原発
が水素爆発を起こしました。各メディアでは一斉に放射能の危険性
を取り上げ、当練習場でもその状況を考慮しスタッフの出勤について
は各自の意思に任せることとしました。その矢先、国より原発から半
径 3km 以内は強制避難、20km 以内は極力非難するよう指示が出さ
れました。それにより地元のコミュニティは寸断され、住民は日本各
地に避難し、34 万人以上いた人口も 30 万人前後まで減ってしまった
との情報がありました。これを受けて危機感をもった地元ロータリー
クラブでは、地域復興の一助として福島県産の生鮮三品の安全性を
訴えるハガキを全国ロータリークラブに送りました。一日も早く、放
射能の問題が解決されることを望みます。津波と地震はこれで終わり
ますが、原発による放射能問題はいつ収束するか見当もつきません。
先ほどの横山副会長より何か支援することがありましたら申し付けく
ださいとの言葉を頂きましたが、私からの願いは一つです。福島に来
てください。そして福島県の生鮮三品を食べてください。それだけが
私からのお願いです。
横山：ありがとうございます。大変な状況に置かれていることがよく
わかり実感できました。我々JGRA が取り組むこと、そしてゴルフ界
全体で取り組むべきことを模索し、業界・業種の垣根を越えて継続し
た支援活動を行っていくことを強く決意しました。本日はありがとうご
ざいました。

「東日本大震災」ゴルフ練習場被災アンケート調査の実施

写真12
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　ゴルファーを始め、ゴルフ場・ゴルフ練習場・用具メーカーなど
日本のゴルフに関わるすべての人たちが、「日本のチカラ」になれる
よう、共通のシンボルマーク・スローガンを掲げます。本チャリティー
プログラムは、ゴルフ界で様々なかたちで行われている支援活動を、
ゴルフ界挙げての活動とすることで、より規模の大きな力強い支援
に結びつけることを目的としております。我々JGRAではゴルフ 20
団体の加盟団体としてプログラムの趣旨目的に賛同し、復興支援に
向けての活動を他団体と協力して推進していく所存です。是非この
プログラムにご理解・ご賛同をいただき、皆様方のあたたかいご支
援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

　甚大な被害をこうむった練習場からはゴルフ道具の寄付・提供を望
む声があげられ、比較的損傷が軽かった練習場からは道具よりも風
評被害を一蹴するイベントの企画や集客のための新しい仕組みの構
築など、被災状況によって多様な要望が報告された。

　施設内の損傷がほとんどであったが、ポールが倒れたり、浸水
による電気系統の故障等、運営再開に困難である深刻な報告も寄
せられた。

平成 23 年 4 月 4 日（月）、ゴルフ 20 団体が集結し、日本の復興に寄与する事を目的に日本ゴルフ界合同・震災
復興支援チャリティープログラム「グリーン・ティー・チャリティー」を発表しました。

日本 3 オープン（JGA）、日本プロゴルフ選手権（PGA）、男子ツアー
（JGTO）、女子ツアー（LPGA）、シニアツアー（PGA）の本年度開
催されるすべてをチャリティートーナメントとし、賞金の一部をチャ
リティーとします。

ゴルフトーナメント

チャリティーグッズ販売、募金箱設置などを行います。 
ゴルフ場・練習場への来場者

チャリティーグッズ販売、募金箱設置等。 
ギャラリープラザでチャリティーイベントを開催いたします。

【参考】ギャラリー数 2010 年実績／
　　　  男子ツアー：607,000 人　女子ツアー：542,000 人

ギャラリー

5.日常生活で困っていることや不足していることについて

3. 主な被害内容について

　被災者の多くは、一部の甚大な被害を受けた練習場を除き、営業
することが可能である状態がわかった。しかしながら風評被害や経
済の圧迫により客足数は減少し、施設稼動費と費用対効果を考えた
結果、営業を見合わせる練習場も多 あ々る結果となった。

4. 営業について

県名 場数 回答数 回答率 営業可能 営業不可能 検討中
岩手県 35 17 49% 12 4 1
宮城県 42 34 81% 20 1 13
山形県 23 16 70% 12 0 4
秋田県 25 18 72% 16 1 1
青森県 27 23 85% 21 0 2
福島県 62 38 61% 25 0 13
合計 214 146 68% 106 6 34

風評被害による
来場者の減少
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0
節電による電力供給
不足の不安

ゴルフ道具の寄付 来場促進のための
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ゴルフ20団体発　震災復興支援チャリティープログラム

「グリーン・ティー・チャリティー」

支援活動内容について

県別 被害状況

岩手県

駐車場に少し亀裂、照明の球が切れた。
投光器壊れる。地面が陥没し、ネット破れた。
施設内の床に亀裂が入る。
施設の柱や打席周りにひびが入る。

宮城県

津波により１階が水浸しになり、機械系等が動かなくなる。
地震により打席が波打ち、ボールベンダー機が壊れる。
停電によりネットが下げられなくなった。
展示をしていた商品が崩れ落ち、販売できなくなった。
練習場付近の電柱が倒れてきた。
浸水によりボールの自動供給が出来なくなり、現在営業を見合わせている。
練習場は津波により浸水し全壊した。

秋田県 練習場の入り口及び施設内通路が一部陥没した。

福島県

地震・津波によりポールが倒れ営業が出来ない。
天井のボードが歪み、打席にあるガラスが破損した。
駐車場に瓦礫が山済みになり集客が出来ない。
ロビーの天井が崩れ落ちる。

各団体で行っている独自の支援策をサポートします。
ゴルフ関連団体の支援のまとめを行います。
海外ゴルフ関連団体（USGA、R&A、APGC、各国 PGAツアーなど）
の支援のまとめを行います。 

その他

チャリティーグッズ販売、募金箱設置などを行います。
競技に参加することにより支援に繋がる仕組みを構築します。

アマチュア競技参加者

関連団体と連携し、義援金を募る仕組みを構築します。
【参考】ゴルフ場来場者数／ 2009 年実績（延べ人数）91,642,000 人

義援金の合計金額　782,382,943 円（平成 23 年 7 月 4 日現在）

※上記の義援金合計金額は、20 団体から報告のあった金額を掲載しております。

義援金の合計金額について
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集

名　　　称：	ＪＧＲＡ東日本大震災支援金募金

募集開始日：平成２３年８月１日（月）

銀 行 振 込：	三菱東京ＵＦＪ銀行  原宿支店
	 普通預金口座  ００４６２９０
	 社団法人  全日本ゴルフ練習場連盟  支援金口

お問合せ先：	（社）全日本ゴルフ練習場連盟
	 TEL	 ０３－３４８６－０７５３
	 FAX	 ０３－３４８６－０７５６
	 mail	 jgra@gol.com

　日本ゴルフ界合同・震災復興支援チャリティープログラム「グリーン・
ティー・チャリティー～日本のゴルフが、日本のチカラに。～」の周知
徹底と更なる義援金の強化のため、 8 月を強化月間に設定し、下記活
動内容を企画し推進していきます。

　• ゴルフプレー自粛ムードの払拭（あなたのゴルフが、支援につながる） 
　• 節電 15％に貢献（ゴルファーの理解と協力で） 
　• 義援金（息の長い「義援金」活動を）

８月強化月間について

JGRA の取り組みについて

今後のＪＧＲＡの取り組みについて

　日本ゴルフ界合同・震災復興支
援チャリティープログラム「グリーン・
ティー・チャリティー」では、この活
動を周知してもらうため、様 な々チャ
リティーグッズを準備しております。
ご注文、ご相談、等に関しましては
同封しています資料をご覧ください。

チャリティーグッズの販売について 震災復興支援を目的とした募金活動を継続して実施致します。お預
かりした募金は「支援金」としてゴルフ練習場をはじめとしたゴル
フ業界の活性化及び周辺地域の復興に有効活用させて頂きます。

① JGRA東日本大震災支援金募金

被災された練習場へゴルフグッズを寄付致します。
②被災ゴルフ練習場への物資の支援

復興支援を目的とした各種イベント等の開催を致します。
④復興支援イベントの開催

（社）全日本ゴルフ練習場連盟及び関連団体からの復興支援プログ
ラムの情報を発信致します。また、当連盟の行政管轄である経済
産業省との連携により復興プログラムの情報を収集致します。

③全国ゴルフ練習場への情報発信
ＪＧＲＡ東日本大震災募金の結果
　平成 23 年 3 月 11 日に発生した「東日本大震災」を受けて、（社）
全日本ゴルフ練習場連盟では「JGRA 東日本大震災募金」を開始しま
した。皆様から集められた募金は、義援金として（社）全日本ゴルフ
練習場連盟東北支部を通して支援団体へ送られ、被災者の援助及び
地域復興のために使われます。募金合計金額は、「6,046,881 円」が
集まり、各所に寄付する予定です。募金活動は継続して続けていく予
定ですので、是非ご協力をお願い申し上げます。

名　　称：ＪＧＲＡ東日本大震災募金
募集期間：平成 23 年 3 月17日（木）～ 5月31日（火）
募 金 先：日本赤十字社及び被災地域地方自治体・ゴルフ練習場 
募金合計：6,046,881円
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委員会活動報告

❶本部、支部間の連携活動

❷他団体との連携強化

❶会員ゴルフ練習場へのアンケートを実施
　会員ゴルフ練習場における「施設関連」「景況」「JGRA への要望」の調査を目的にアンケートを実施しました。
この調査結果をもとに施設の現状確認・ニーズを把握し、今後の課題改善に役立ててまいります。本年度も実施
する予定ですので是非アンケートにはご協力ください。

　相互の情報を共有し活動を支援することにより会員入会活動の促進、事業活動の活性化を推進します。

❷ゴルフ練習場モニタリング調査の実施
　ゴルフ練習場の入場者数を把握するためにモニタリング調査を実施する運びとなりました。毎月の結果につきま
しては広報委員会発行の「事務局便り」に掲載致しますので是非ご活用ください。（８月号より掲載予定）

・ゴルフ 20 団体による被災地復興プログラム「グリーン・ティー・チャリティー」に協力するとともに、ゴルフ新
年会の開催に向けてサポートを致します。

・ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）と連携し、東日本大震災によるゴルフ業界の現状及び今後の予測を調査
致します。また、2015 年問題（ゴルフ需要の減少）に対し活性化企画、セミナー開催に協力致します。

総務部（部長　古賀 正隆）

渉外・広報部（部長　北野 友之）

調査研究安全基準委員会（委員長　古賀 正隆）

Ⅰ 組織強化委員会 （委員長　横山 雅也）
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Ⅲ 広報委員会 （委員長　北岡 利昭）

❶ 広報委員会では、「JGRA　NEWS」（会報誌）の発行にて、多くの方々に JGRA の活動を知っていただきたく、
今年度より会員事業所をはじめ全国のゴルフ練習場及び諸関係団体への会報誌の送付をすることと致しました（発
行部数 7000 部）。なお「JGRA　NEWS」は、7月及び 1月に発行致しています。

❷事務局便りの発刊
　広報委員会では、経済産業省による統計調査「特定サービス産業動態統計月報」のデータをもとに会員のみなさまへ
毎月、ゴルフ練習場・ゴルフ場の売上及び利用者数など過去 3 ケ月分のデータを算出作成してお送り致しております。

❸ホームページの運用
　この度、2011年7月１日にJGRAのホームページデザイン及び一部コンテンツをリニューアル致しました。ホームペー
ジのリニューアルにあたり、JGRA の活動をよりわかりやすく掲載し、またタイムリーな情報更新に努めてまいります。

JGRA ホームページアドレス　　http://www.jgra.or.jp/

　平成 23 年 2 月 18 日（金）東京ビックサイトにて「2011ＪＧＲＡゴルフ練習場ジビネスセミナー」を開催致し
ました。当セミナーでは育成・経営の分野で活躍されている方の基調講演をはじめ、JGRA によるゴルフ練習場
経営の成功事例や新たな取り組みの報告、参加者との意見交換会をメインに実施を致しました。本年度も実施
に向けて準備を進めておりますので、是非ご参加ください。

名　　称：2011ＪＧＲＡゴルフ練習場ビジネスセミナー
開 催 日：平成 23 年 2 月 18 日（金）15：30 ～ 17：00
会　　場：東京ビッグサイト会議棟内 605 会議室
参加人数：70 名（参加者：会員 56 名、非会員 14 名）
基調講演：ＰＧＭグループが考えるコースと練習場を結ぶゴルフビジネスの将来像
講　　師：ＰＧＭホールディングス株式会社 代表取締役社長 草深多計志氏
活動報告：ゴルフ練習場経営の成功事例や新たな取組みについての報告・意見交換会

Ⅱ ゴルフ練習場経営研究委員会 （委員長　加藤 賢治）
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事業部 （部長　柴山 忠雄）

Ⅰ 指導競技委員会 （委員長　吉田 智行）

❶第51 回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会
　平成 23 年 4 月19 日（火）那須野ヶ原カントリーク
ラブにて第 51 回全日本ゴルフ練習場連盟研修会員選
抜大会を開催致しました。本大会は東日本大震災の被
害により開催も危ぶまれましたが、この大会を目標とし
ている選手や関係者からの開催希望の声が多数あり、
予定通り開催する運びとなりました。震災による各種
被害も影響し参加者は大幅な減少となりましたが、全
国より 90 名の選手たちが集まり競技が行われました。
大会当日は小雨と震災によりコースコンディションが整
わない中、選手たちは苦戦しながらも集中力を切らさず、
日ごろの鍛錬の成果を出しきりました。

Ⅳ 社会貢献活動委員会 （委員長　川﨑 益彦）

ＪＧＲＡ東日本大震災募金の実施		
　被災地復興支援を目的に実施しております「ＪＧＲＡ東日本大震災募金」は、皆様のご支援ご協力を賜り多くの募金を
集めることが出来ました。詳細につきましては特集に掲載しておりますのでご覧ください。募金活動につきましては、継続
して続けて参りますので是非ご協力をお願い申し上げます。

Ⅴ ジュニアゴルファー育成委員会 （委員長　横山 雅也）

❶ジュニアゴルファー検定制度 ❷ジュニアゴルファー登録制度
　平成 17 年に発足した検定制度も 6 年を経過致しま
した。継続的な活動が活発に行われ平成 23 年 3 月31
日付での集計では、ペーパーテスト取得者は 799 名、
実技級取得者は1,067 名、認定事業場も 66 場、検定
員 227 名、準検定員 68 名となりました。（図Ａ、B 参照）
　特に前年は関東支部において、より多くのジュニアに検
定の機会を提供するため、夏、冬に一斉検定会を開催し、
その結果として、受験者を大幅に増やすことができました。
　今年度は全国の各支部にでも検定会が開催できること
を目標に活動したいと考えております。北海道支部との協
力のもと、認定講習会を8月に開催予定となっております。

図Ａ ペーパーテスト級取得者数（平成 23 年３月３１日現在） 図Ｂ 実技級取得者数（平成 23 年 3 月 31日現在）

　各支部の協力のもと、ゴルファーの底辺拡大を目
的にジュニアゴルファー登録制度の普及、整備、充実
化を行っております。ジュニアゴルファーの受け入れと
特典提供に協力して頂ける練習場を募集しております。
お申込みつきましては各支部にお問い合わせください。

❸ジュニアゴルファー育成サポートセミナー
　本年も１１月に開催する予定です。ジュニア育成に関
する講演と共にジュニアスクールの運営、指導方法な
どの課題や成功事例を参加者の皆様と意見交換致し
ますので、是非ご参加ください。
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順位 氏名 成績 支部OUT IN GROSS
優勝 小池　貞治 38 37 75 関東
準優勝 羽生　淳一 36 40 76 関東
3 位 長島　知宏 41 37 78 関東

第51 回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会結果

　大会終了後の表彰式では、（社）日本プロゴルフ協会
（PGA）澤田豊理事の来賓挨拶の後、市川孝道競技委
員長による結果発表があり、石井信成副支部長（関東
支部）より上位30名に表彰状と賞金が授与され、無事
閉会する事が出来ました。
　次回、関西支部主管にて開催する第 52 回大会は10月
開催予定です。皆様の参加を心よりお待ち申し上げます。
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❷第６回優秀経営・管理者＆指導者表彰制度
　平成 23 年 6月8日（水）京王プラザホテル（新宿）
にて第 6 回優秀経営・管理者 & 指導者表彰制度の授賞
式を行いました。会場では優秀者に選出された受賞者が
紹介され、境野匡前会長より賞金・賞状が手渡されました。

　私は、全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会に出場し
て多くのことを学びました。その日は、あいにくの雨で気温もと
ても低くコンディションは非常に悪かったです。大会が行われた
那須野ヶ原カントリークラブは、高校生のときから何度もラウン
ドしているので、コースは熟知していました。その日はまわりを
気にせず自分、コースとの戦いに徹しました。前から自分に足り

全日本選抜大会に出場して

3 位／長島 知宏選手のコメント

　この度、全日本ゴルフ練習連盟総会懇親会場におきまして、第
6回優秀経営管理者として名誉ある賞を戴きました事を心より感
謝申し上げます。
　月日の経つのも早いもので、私が練習場の運営を任されてから
20 年目を迎えます。この節目の年にこの様な素晴らしい賞を戴
いた事は、社員の協力や家族の支えがあると共に、自分なりの経
営努力を見たルフの神様がご褒美をくれたのではないかと思って
おります。
　今後は43 年間のゴルフ人生を生かし継続者や地元練習場経営
者に、このような素晴らしい賞を受けられるよう導いて参りたい
と思います。
　又、今回この賞に携われました連盟の方々に御礼を申し上げる
と共に、東北地区の方からも盛大なる拍手を戴きました事を生涯
忘れる事は出来ません。ほんとうに有難うございました。
　東北地区の皆様が一日も早く復旧される事を心からお祈り致します。

経営・管理者部門

鴻巣ジャンボゴルフセンター / 吉川 義隆

　まず今年も行われました、全日本選抜大会に出場できたことな
らびに入賞できたことをうれしく思います。大会関係者の方々や
素晴らしいコースコンディションを作って頂きました那須野ヶ原カ
ントリークラブの皆さまには、とても感謝しております。
　私自身、中学校時代からゴルフ部に入っており、全国大会やゴ
ルフ合宿でいつもプレーをしている那須野ヶ原カントリークラブが
大好きということもありまして今回は入賞することができました。
　普段から日本ゴルフツアーのクオリィファイを目指し練習やト
レーニングに励んでおりますが、一年に一度の全日本選抜大会で
自分の練習の成果が出ているかどうかを試すために毎年参加させ
ていただいております。
　仕事は、東京都港区にて、インストラクションを行っております。
特に初心者を中心にゴルフレッスンをしており、ゴルフの楽しさやゴ
ルフというスポーツがコミュニケーションのツールとして、いかに素
晴らしいスポーツかを多く方々に広められるかを研究しております。
　これからもインストラクションと共に、自分自身のクオリィファ
イ突破を目指し日々精進していきたいと思います。

今大会を振り返って

準優勝／羽生 淳一選手のコメント

　先ず、３月に起きた東日本大震災に於いて亡くなられた方々に
対しご冥福をお祈りします。そんな中行われた４月の選抜大会。
こうした状況で開催に踏み切って頂いた練習場連盟の役員の方 、々
並びにコース関係者の方々に大変感謝しております。当日、朝か
ら横殴りの雨と風で中止になるんじゃないかと思う状況でスタート
していきました。そして偶然にも一緒に回るのが北茨城市に住む
昔から仲良くさせて貰ってる先輩です。ラウンド中に地震の時や
避難所での話をしながらプレーしました。そういう話を聞いて感
じたのは、ショットを曲げたり、スコアを崩した時に凄く焦ったり
怒ってる自分がいる事に気付きました。今回の震災でもっと大変
な思いをしてる人が沢山いるのに…と思うとゴルフが出来るだけと
ても幸せなんだと感じ、ゴルフが出来る喜びを感じながらプレー
をしたことが優勝につながったと思います。震災と優勝で色々な
事を改めて考えさせられました。冷静な判断、前向きな強い気持ち、
そしてゴルフが出来る喜び、今までも何となくは気を付けていた
事ですが、改めて強くその大事さが勉強になりました。ゴルフ業
界の発展や自分のゴルフのレベルアップもありますが、少しでも早
く被災地が復興する事を願っています。

優勝の喜びについて

優勝／小池 貞治選手のコメント ないものは技術よりもメンタル面だと感じていたので、集中力の
切れかかった終盤でも、平常心でのぞむことができました。
　結果は３位、スコアにも順位にもまだまだ納得できていませ
ん。この大会を機に自分に足りない面を振り返りながら技術、メ
ンタル面を向上させていきたいと思います。
　今後は、日本のトーナメントで活躍できるようなプロゴルファーに
なるために、普段からの練習を今まで以上に頑張りたいと思います。
　最後になりましたが、研修会のたびに朝早くから、練習場連
盟の役員の方々、ゴルフ場で働く関係者の方々にとても感謝して
います。ありがとうございました。
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　第６回優秀経営・管理者表彰を頂きまして誠にありがとうござ
います。当地吹田は、昭和 45 年『人類の進歩と調和』をテーマ
に掲げた大阪万博が行われた地としても有名です。以来、日本は
目覚ましい進歩を遂げてきましたが、調和という部分では ?の部
分があるように思います。私どもの練習場では、調和を大切に、
お客様との距離を近づけるためのさまざまな企画を考えました。
例えば、夏場には、打放し利用者だけでなく同伴者・取引先業者
も含めて午後3 時の来場者全員にアイスキャンディーをプレゼン
トしています。西向打席のため、強い西日がさす中、汗だくで練
習しているお客様に対し、何かしてあげられないかとの感謝の気
持ちを込めて始めた企画でしたが、非常に好評で、『極暑の3 時
に打球音が消える練習場』としてスポーツ紙にも掲載されたこと
もあります。
　お客様の気持ちになって、コミュニケーションを取ること、場外
でのイベントに積極的に参加していくことにより、お互いの親密
度が増し、お客様には仲間の家に遊びに行くような、私どもにとっ
ては、友人が尋ねてきてくれたような『地元に愛されるゴルフ練
習場』そんな練習場空間作りを目指しています。

経営・管理者部門

新御堂ゴルフセンター / 橋本 幸治

　この度は、第 6回優秀経営・管理者＆指導者表彰制度におけ
る優秀指導者の賞を頂き、誠にありがとうございます。このよう
な名誉ある賞を頂きながら表彰会場に伺えず大変残念です。
　今回、賞を頂いた事で今後の指導において大変励みになると共
に自信にもなります。賞を頂いた事は生徒さん、練習場のスタッフ
のおかげでもありますし、周りの方々に感謝せずにはいられません。
　今後ますます、生徒さん、お客様に満足して頂けるような良い
レッスン良いサービスを行うには、私自身まだまだ成長しなけれ
ばなりません。人としてゴルファーとして指導者として、振る舞い
も内面も常に紳士でありたいと思っています。これもまたゴルフ
同様、理想を挙げればきりがない永遠の課題となりそうですが、
私の周りには目標となる方々がたくさんおられます。また、日常
の出来事や会話の中で気づかされる事も多々あります。人生日々
「学び」「気づき」です。最後にこの場をお借りして関係各位の皆
様に心より御礼を申し上げます。

指導者部門

桜宮ゴルフクラブ / 中西 英二

Ⅱ 事業推進委員会 （委員長　横山 雅也）

第45 回ジャパンゴルフフェア 2011 開催報告
　第 45 回ジャパンゴルフフェアを平成 23 年 2 月18
日（金）から20 日（日）に東京ビッグサイトで開催致しま
した。「ゴルフ練習場関連コーナー」では設備業者を
はじめ、旅行代理店や飲料メーカーなど 23 社の出展
会社が集まり、来場者を楽しませていました。事業推
進委員会ではこの期を有効活用し、ゴルフフェア会期
中に会場への来場促進と JGRA の認定拡大を目的に
下記イベントを開催致しました。

開 催 日：平成 23 年 2 月 18 日（金）・19 日（土）・20 日（日）
会　　場：東京ビッグサイト西館商業棟
　　　　　「ゴルフ練習場関連コーナー」
来場者数：53,980 名（前年比 3,104 名増）

池本車体工業株式会社
ケーディースポーツ株式会社
オーウェル株式会社
株式会社ゴルフパートナー
第一ゴルフ工事株式会社
株式会社ミツウロコ
昭和の森ゴルフコース
スナガ開発株式会社
株式会社ノムラゴルフプロジェクト
ブリヂストンスポーツアリーナ株式会社
日本製麻株式会社

株式会社共栄精機
株式会社銀座ゴルフサービス
コスモイーシー株式会社
株式会社エスプリゴルフ
日本シー ･エー ･ ディー株式会社
株式会社オニット
喜和産業株式会社
創機工業株式会社
日本ナレッジ株式会社
東京ゴルフ専門学校
プレジデントリゾート軽井沢
ラオラオベイゴルフ＆リゾート 順不同

会社名

2. ゴルフ練習場視察会の実施
　ゴルフフェア会期中に経営や事業で成功を収めている関東地区のゴルフ練習場を紹介する「ゴルフ練習場視察会」
を実施しました。
視察協力：芦花パークゴルフ、千歳ゴルフセンター、ハイランドセンター

1.ＪＧＲＡチャリティーパターゴルフ大会の実施
　社会貢献活動委員会との協力により、チャリティーパ
ター大会を実施しました。（株）東栄・（株）ミルックスの協力
のもと豪華商品を取り揃え、3日間合計で47名も参加者
が集まりました。今回集まった募金については「東日本大
震災」で被災された方への募金として寄付させて頂きます。
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Ⅲ 資格認定委員会 （委員長　柴山 忠雄）

　「JGRA プロフェッショナル」資格認定制度は、「ゴ
ルフ業界で働きたい・ゴルフ専門家になりたい」と考
えるゴルファーの一助となるべく制度の改善及び充実
化に努めております。平成 22 年度には 8 名が取得し、

5. 2011 JGRA ゴルフ練習場ビジネスセミナーの開催
　ゴルフ練習場経営研究委員会と連携し、セミナーを
開催しました。詳細につきましては「ゴルフ練習場経営
研究委員会」の報告をご覧ください。

第 46 回ジャパンゴルフフェア 2012 が来年 2 月に開催す
る予定です。是非友人・知人をお誘いの上、ご来場ください。

取得者の合計は 61 名となりました。
　現在、支部・他団体との連携を密にし、全国規模で
の普及活動を推進しております。尚、制度の詳細につ
いては、各支部にお問い合わせください。

　今回で第 6 回目を迎える GMAC セミナーでは山岸勝信
氏による基調講演、そして業界関係者によるパネルディス
カッションが行われました。パネ
ラーにはゴルフ練習場担当として
横山雅也副会長が参加し、ゴル
フ業界の現状と今後の展望につ
いて討論致しました。
参加人数：167 名（ＪＧＲＡ参加者：29 名）

基調講演　「マクロデータから見るゴルフ需要の現状」
講 　　師 ： ゴルフ市場活性化委員会　委員　山岸 勝信
パネルディスカッション　ニューカマーがゴルフ市場に着目した理

ワ ケ

由～
パネラー：  ㈱エドウィン　常務取締役　小川 信幸
　　　　　㈱矢野経済研究所　主任研究員　三石 茂樹
　　　　　㈱ CURUCURU　CEO　時田 由美子
　　　　　全日本ゴルフ練習場連盟　横山 雅也
コーディネーター： ゴルフ市場活性化委員会　委員　片山 哲郎

他団体連携活動報告
日本ゴルフサミット会議（ゴルフ関連 16 団体）

ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）

① 2011ゴルフ新年会の開催
　平成23年1月14日（金）、東京・ＡＮＡインターコンチネンタルホテル東京で「2011
年ゴルフ新年会」を開催しました。当日会場にはゴルフ業界の関係者が約 800 名
集まり JGRA からは 26 名が参加し、新しい年の門出を祝いました。またパーティー
の前には石川遼選手の父親である石川勝美氏をお招きしての特別講演も開催され、
普段なかなか聞くことができない石川氏のエピソードに参加者は熱心に耳を傾けて
いました。

②震災復興支援チャリティープログラム「グリーン・ティ−・チャリティー」の推進
　日本ゴルフサミット会議では、ゴルフ 16 団体と共に「日本ゴルフ場支配人会連合
会」「日本学生ゴルフ連盟」「日本高等学校ゴルフ連盟」「NPO 日本ジュニアゴルファー
育成協議会」を加えた 20 団体による震災復興支援チャリティープログラム「グリーン・
ティー・チャリティー」を推進致します。ゴルフに関わる全ての人が協力をし、新た
な日本を作り上げていく決意ですので、是非ご協力頂けますようお願い致します。
　プログラムの内容については、特集記事をご参照ください。

4. 第15回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」を開催
　ジュニアゴルファー育成委員会と連携し、認定会を
開催しました。全国より15 名の参加者が集まり、認定
のための講習を受講して頂き、最後にジュニア育成に
ついての意見交換会を実施しました。
参加人数：15 名（検定員11 名、準検定員 4 名）

3.ジュニアゴルファー特設コーナーの設置
　ジュニアゴルファー専門ブースを設置し、最新のスクール情報やジュニアへの特別サービスを行っている練習場の
情報提供を行いました。
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　高松青春ゴルフセンターは昭和４７年７月に香川

県高松市で開業いたしました。それまでは塩を作

る塩田をやっておりましたので、広さは十分にあ

り、９２打席、奥域２００ヤード、ポールの高さ５０

メートルです。当時は土打席でしたが、昭和６３

年に全面改装し、全面人工芝になっております。

当社のコンセプトは、『青春』の名前に表れてい

ます様に「老いも若きもここでいつまでも楽しく

ゴルフをしようよ」です。

　営業面では現在、エンジョイゴルフスクールの

名前で昼は女性向けのレッスン（平均年齢５８歳）、

夜はサラリーマン向けのレッスン（男女混合平均

年齢４５歳）をしておりまして、１クール４か月が

終了しますとコンペを行います。又、中四国の有

名ゴルフ場に１泊２日で遠征に出掛けて懇親を深

めております。

　そして地元のプロ（シニアの三好隆プロなど６

名）による個人レッスンを行っています。又、地

元の香川大学ゴルフ同好会と、私立の英明高校

を支援しています。ジュニアにつきましては試合

に出ている子供は 1 か月２,０００円で一日３００球ま

で打てます。まだ試合に出ていない子供は１か月

１０回で一日２００球まで打てます。現在５６名が

所属しており全国大会に出場していい成績を出し

ている子供もいます。ジュニアの料金については

私の経営方針
専務　森　茂幸（有）高松青春ゴルフセンター

多分全国でも有数の低い設定になっていると思い

ますが、これは、自分自身が大学時代（日本大学

文理学部ゴルフ同好会）に練習するお金がなかっ

た思いがありますので、この様な設定にしており

ます。

　これからの目標ですが、昨年度四国４県のゴル

フ練習場の営業成績が３５% 減になりました。こ

れから夏に向けて猛暑と地震による娯楽の差し

控えが懸念されますが、今年の全日本ゴルフ練

習場連盟総会で東北の方が言っていました『私た

ちはがんばっていますから』の言葉を聞いてもっ

ともっと私はがんばらなければならないと思い

ました。そして、一日でも早く宮城県や福島県に

４０年間お世話になったお客様とゴルフや観光に

行きたいと思っております。阿部英七郎さんはじ

め東北支部のみなさん待っていて下さい。

■高松青春ゴルフセンター
住所：香川県高松市茜町27-29  TEL.087-861-0734
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平成22年度 支部活動報告

北
　
海
　
道
　
支
　
部

支部長 太田　博視

事務局長 根田　進

会員数（平成 23 年 4 月 1 日付） 26 場　　【前年同月比】　△ 1 場

平成 22 年度全体総括

景気の影響でゴルフ業界全体が縮小しているように見えるが、練習場に於いても客数の減少は現実の問題である。1千人からの
アンケートによると1 位の 5 割以上が「ゴルフを体験する機会の提供」を望んでいます。その要望に応える第一線にあるゴルフ
練習場ではゴルフ関連について適切に助言できる人材の増強が不可欠であり、支部の事業の柱として、研修会を拡大しゴルフの
各分野に精通し、初心者に身近なアドバイザーの養成を目指すことが適切と考えます。それによりゴルフへの参加意欲の向上を
期待したい。また、増加が予想される高齢者に対してはバスを利用した、身体に優しいゴルフ練習会の企画をすることを推奨した。

平成 22 年度活動実績

①指導者養成研修会を例年通り計画開催した。
②支部事務局の機能強化のため場所移転と事務局長の交代を実施し事務の円滑化を図った。
③支部ホームページの更新を円滑にできる体制にして内容を精査した。
④高齢者対策と練習場利用者の便宜を図るバス利用ゴルフ会の協力対象ゴルフ場を増やし利用しやすくし普及を図った。
⑤指導者養成研修会改革の検討と、その準備をした。

平成 23 年度活動目標

①指導者養成研修会を「JGRA 北海道研修会」と改称し、ゴルフ関連業種に関心ある人材の育成機関と
して対象を拡大し、機能を発揮できるように準備する。

②支部ホームページの更なる充実を図る。
③ジュニア育成事業を本部と協力し実施する。

東
　
北
　
支
　
部

支部長 柴山　忠雄

事務局長 猪股　美香

会員数（平成 23 年 4 月 1 日付） 24 場　　【前年同月比】　△ 2 場

平成 22 年度全体総括

東北支部主管による全日本総会も皆様のご参加 ･ご協力のおかげで、無事終了することが出来ました。東北初の
「JGGA ゴルフ大試打会」開催や東北支部主催のオープントーナメントの準備を進め、東北のゴルフ業界も明るい兆
しが見え始めた平成 22 年度。その矢先に「東日本大震災」が起き、練習場施設など甚大な被害を受け、当支部理
事 1 名の死亡が確認されました。ライフラインの寸断に伴い、営業休止又は営業不能になった加盟練習場もありまし
た。未だ先の見通しが立たない状況の中、自粛のみにとらわれず、積極的にゴルフ業界活性化を目指したいと思います。

平成 22 年度活動実績

①東北支部主管による「平成 22 年全日本通常総会」開催され、ゴルフメーカーやゴルフ関係団体の方々
に多数参加していただきました。

②「ガン撲滅チャリティー JGGA ゴルフ大試打会」開催
③「ミヤギテレビ杯ダンロップ女子オープンゴルフ」最終日に会場を借りての「ジュニアゴルファー検定会」を開催
④研修会終了後、「ルール講習会」、「ストレッチ講習会」を開催

平成 23 年度活動目標

非常時こそJGRA の意義が問われる時だと痛感しております。加盟・未加盟練習場と力を合わせて、微
力ながら復興支援の手助けをして行きたい。震災の影響で、施設の被害だけでなく、スポーツに対する自
粛ムードにより、競技会やゴルフイベントが中止になっている現状の中で、まずは 9 月の「JGGA ゴルフ祭」
を成功させ、東北のゴルフ業界を盛り上げる活動に積極的に参加 ･ 後援して行きたい。

関
　
東
　
支
　
部

支部長 石井　信成

事務局長 近藤　泰隆

会員数（平成 23 年 4 月 1 日付） 244 場　　【前年同月比】　△ 9 場

平成 22 年度全体総括

本年度は、夏の猛暑でゴルフ練習場の来場者数は激減し、また東日本大震災や計画停電により来場者は
再度減少し、度重なる天変地異により日本経済は低迷するばかりで、先の見えない重苦しいゴルフ練習場
業界となった一年でした。そんな中、連盟会員の加盟数の拡大成果はなかったものの、研修会事業・ス
ポンサーメンバー増強事業・ジュニアゴルファー育成事業は順調な伸びを見せた。

平成 22 年度活動実績

①組織強化事業　（1）練習場数 9 場退会の 244 場。（2）事業所間懇親コンペ、地区別練習場間連携強化の為スクランブルゴルフ大会を各1回開催。
②研修会事業　（1）研修生 4 名増加の 452 名、（2）月例競技会 25 回、学科講習会 3 回、実技講習会 2 回開催、（3）研修生募集ポスター700 枚作成。
③スポンサーメンバー増強事業　（1）会員数 9 社増加の 66 社、（2）メンバー名簿を作成（3）プレゼンテーション会を開催
④広報活動　（1）HP のリニューアル完了し多くのアクセスを得た。情報発信の効果が期待される。（2）ライフタイム・ゴルフ会報誌　年 4 回刊行（全練習場）。
⑤ジュニアゴルファー育成事業　（1）登録制度　協力練習場 35 場、登録者数 3,611名（2）検定会　実施回数　夏季６回　参加者数 107 名、冬季 4 回　参加者数 79 名

平成 23 年度活動目標

①組織強化事業は、各地区の連盟会員事業への支援・協力を通した組織強化を軸に連盟会員数の拡大。
②研修会事業は、研修生の質的向上、ニーズに対応した研修会事業の再検討。
③スポンサーメンバー増強事業は、支部事業及び各地区の連盟会員事業相互協力を通した量的拡大。
④広報活動は、HP のコンテンツ充実強化。
⑤ジュニアゴルファー育成事業は、（1）登録制度は、協力練習場の拡大。（2）検定会は、地区主体で夏季・冬季に各 6 回開催

平成22年度 支部活動報告
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関
　
西
　
支
　
部

支部長 北野　友之

事務局長 高木　晧次

会員数（平成 23 年 4 月 1 日付） 101 場　　【前年同月比】　△ 2 場

平成 22 年度全体総括
関西支部の基本的なスタンスは、会員の為の連盟であることを重きにおいて、情報提供を始め会員が出
来るだけ参加できるイベントを計画し実施した。ゴルフ振興のため、ジュニア育成にも力を入れている。ジュ
ニア登録人数現在 3,273人。ゴルフ他団体との協力関係を築くと共に、各種競技会の後援を行なってきた。

平成 22 年度活動実績

①会員への情報提供
　（1）ゴルフ専門誌 6 紙（内雑誌 2 誌）他、PGAリポート、JGA ゴルフジャーナル、ツアーニュース、KGUリポートを毎月初旬に全会員宛に発送
　（2）会報は年 2 回（1月、7 月）発行
　（3）HP の充実 適宜更新し斬新な情報の提供を行っている。特に、事務局便りは評判良好。
　（4）月度営業成績等 FAX 情報の提供
②競技関係では、第19 回 KGPUトーナメントの開催、年 9 回の実技研修会の開催、会員懇親ゴルフ会の開催を例年通り実施。特に、

実技研修会では連盟競技委員によるマーシャル巡回も実施し、研修会員のエチケット・マナーの向上に努めている。入退場時の
ジャケットの着用、プレー時の帽子の着用を義務付けている。現在会員数は 137 名となっている。また、第 2 回 KGPU アマチュ
アゴルフ選手権を開催した。

③平成 22 年度の会計収支は、ほぼ計画通り遂行できた。
④その他、【1】KGPU リサイクルシステム　【2】ペットボトルキャップリサイクル運動などの社会貢献事業も推進してきた。

平成 23 年度活動目標

①広報活動の推進：年 2 回の会報の発行、月初の情報誌の発送等
②第３回 KGPU アマチュアゴルフ選手権の開催：平成 23 年 10 月 25 ～ 26 日ザ ･ サイプレス GC
③第 20 回 KGPUトーナメントの開催：平成 23 年 7 月 22 日小野東洋 GC
④ゴルフ指導者養成の為の年 9 回の研修会の実施
⑤ペットボトルキャップリサイクル運動の推進
⑥ KGPU リサイクルシステム
⑦東日本大震災への積極的な支援
⑧ゴルファー底辺拡大を目的に、ジュニアのみならずシニア・レディースゴルファーの育成。
⑨ゴルフ業界活性化のため、ゴルフ他団体との緊密な関係を維持する。

中
　
四
　
国
　
支
　
部

支部長 森　茂幸

事務局長 廣瀬　利秀

会員数（平成 23 年 4 月 1 日付） 8 場　　【前年同月比】　△ 2 場

平成 22 年度全体総括

今年度四国のゴルフ練習場売上高が 25% 減少する厳しい中で中四国支部は 8 場でスタートを切りました。主な活動は前
年度と同じく研修会を中心とした活動にとどまりました。第 1回・2 回資格認定プロテストを松山シーサイドカントリークラ
ブで、第 3・4 回を戸山カンツリークラブで、第 5・6 回を東児が丘マリンヒルズゴルフクラブでおこないました。残念なが
ら合格者は出ませんでしたが、選手は自覚を持って頑張っています。今後の支部の方針として、長年の懸案事項である広
島県の支部復帰に向けて努力をすることと、会員の拡大や、賛助会員の獲得に力を入れていきたいと思っております。

平成 22 年度活動実績

①研修会の実施
　（1）第 1・2 回ＰＧＡ資格認定プロテスト地区予選会
　　　平成 22 年 5 月 21・2 日　松山シーサイドカントリークラブ
　（2）第 3・4 回
　　　平成 22 年 7月1・2 日　戸山カンツリークラブ
　（3）第 5・6 回
　　　平成 22 年 10 月 7・8 日　東児が丘マリンヒルズゴルフクラブ

平成 23 年度活動目標

①研修会の開催
②広島県ゴルフ練習場連盟との交流

九
　
州
　
支
　
部

支部長 古賀　正隆

事務局長 稲田　寿夫

会員数（平成 23 年 4 月 1 日付） 31 場　　【前年同月比】　△ 1 場

平成 22 年度全体総括

管内業界は、猛暑に続く厳冬、更には大震災による自粛ムードの漂いによって総じて厳しい経営環境にあ
る。特に、12 ～ 2 月は、前年比 85％前後の売上で推移し厳しい状況であった。連盟として、業界活性
化のため、あらゆる手段、方法を模索し、難局を乗り切ることが重要。また、加盟各練習場間の情報交
換とその共有が一層求められる。

平成 22 年度活動実績

①組織の拡大
　未加盟練習場に対しダイレクトメールを実施したが効果なく、引続き地道な取組が必要
②ゴルファーの開拓と育成
　連盟ホームページを立ち上げ、広く一般に周知を図った。その効果も表れつつある。
③研修会活動は、計画どおり６回実施。３月には、震災チャリティーとして実施。
④経営セミナーを開催、「映像使用によるゴルフレッスンの今後、展望と課題」と題し、外部講師を招き

開催した。今後のレッスンのあり方等、学ぶことが多く好評であった。

平成 23 年度活動目標

①組織の拡大
②経営セミナーの開催
③景況アンケート調査の実施（四半期毎）と還元
④研修会の充実
⑤ゴルファーの開拓と育成
⑥地域ゴルフ協会、ゴルフ関連団体との連携
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東日本大震災と福島原発被害からのゴルフ産業界復興
とその支援のために、ゴルフ市場活性化委員会は
JGRA や関係団体等のご協力を得て「東日本大震災

による 2011 年ゴルフ産業需要予測」を作成しました。
　その予測手法は地震、津波、原発と多重・長期化するゴル
フ需要へのマイナス影響を６要因に分類し、県別・月別（時間
経過よる回復度を考慮）にそれぞれの要因の影響度を査定し、
ゴルフ場入場者数、ゴルフ練習場入場者数、ゴルフ用品小売
市場金額規模の 2010 年実績に対する増減率（％）を求めた
ものです。

ゴルフ市場活性化委員会（GM   AC）発　
「東日本大震災による 2011 年  ゴルフ産業需要予測」が発表される
今年のゴルフ練習場入場者数  見込みは前年対比 87.7％

　全体の結論は、①ゴルフ用品小売市場規模前年比 84.1％
②ゴルフ場入場者数前年比 94.4％③ゴルフ練習場入場者数
前年比 87.7％となりました。
　この需要予測の詳細はゴルフ市場活性化委員会ホームペー
ジに公開されています。http://www.gmao.jp/data.html
　今後ゴルフ市場活性化委員会では、JGRA や関連団体と
協力しこの予測に対する各地の需要実績値をモニタリングし、
逐次ホームページ等で情報発信致します。これらのデータをご
活用頂き、今後のゴルフ産業界の復興とその支援に役立てて
頂きたいと考えています。

● 〈資料 1〉震災による練習場入場者数マイナス影響係数

①震災直接被害 ②心理的自粛 ③原発問題の直接被害 ④原発問題の心理的不安 ⑤計画停電、節電影響 ポイント合計
4-6 月 7-9 月 10-12 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月

北海道 0 0 0 2 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 5 3.3 2.3
青森県 2.7 1.7 0.3 3 1 0 0 0 0 3 3 2.3 1 1.7 0 9.7 7.4 2.6
岩手県 2.7 1.7 0.3 4.7 2.7 1.3 0 0 0 3 3 2.3 1 1.7 0 11.4 9.1 3.9
宮城県 5 5 5 5 5 5 0 0 0 4 4 3.3 1 1.7 0 15 15.7 13.3
秋田県 1.7 0.7 0 2 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 1 1.7 0 7.7 5.7 2.3
山形県 1.7 0.7 0 2 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 1 1.7 0 7.7 5.7 2.3
福島県 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 1 1.7 0 21 21.7 20
茨城県 3.7 2.7 1.3 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 10.7 9.3 4.6
栃木県 2.7 1.7 0.3 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 9.7 8.3 3.6
群馬県 1.7 0.7 0 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 8.7 7.3 3.3
埼玉県 0.7 0 0 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 7.7 6.6 3.3
千葉県 0.7 0 0 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 7.7 6.6 3.3
東京都 0.7 0 0 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 7.7 6.6 3.3
神奈川県 0.7 0 0 2 0.3 0 0 0 0 4 4 3.3 1 2.3 0 7.7 6.6 3.3
山梨県 0 0 0 2 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 5 3.3 2.3
静岡県 0 0 0 1.7 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3.7 2 1
長野県 0 0 0 2 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 5 3.3 2.3
新潟県 0 0 0 1.7 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 4.7 3.3 2.3
富山県 0 0 0 1.7 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 4.7 3.3 2.3
石川県 0 0 0 1.7 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 4.7 3.3 2.3
福井県 0 0 0 1.7 0.3 0 0 0 0 3 3 2.3 0 0 0 4.7 3.3 2.3
岐阜県 0 0 0 1.7 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3.7 2 1
愛知県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
三重県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
滋賀県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
京都府 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
大阪府 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
兵庫県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
奈良県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
和歌山県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 2 1.7 1 0 0 0 3 2 1
鳥取県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
島根県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
岡山県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
広島県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
山口県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
徳島県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
香川県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
愛媛県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
高知県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
福岡県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
佐賀県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
長崎県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
熊本県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
大分県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
宮崎県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
鹿児島県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
沖縄県 0 0 0 1 0.3 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 2 1.3 1
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ゴルフ市場活性化委員会（GM   AC）発　
「東日本大震災による 2011 年  ゴルフ産業需要予測」が発表される
今年のゴルフ練習場入場者数  見込みは前年対比 87.7％

● 〈資料 2〉2011 年　県別ゴルフ練習入場者数予測

1-3 月 4-6 月 7-9 月 10-12 月 年間計 前年比
北海道 2,107 682,379 956,115 408,066 2,048,668 88.8%
青森県 10,141 35,045 39,680 41,364 126,231 80.2%
岩手県 19,111 66,597 75,924 81,115 242,747 75.3%
宮城県 46,277 134,796 133,778 133,692 448,543 57.5%
秋田県 11,469 42,988 47,818 47,238 149,513 84.0%
山形県 19,981 74,890 83,304 82,293 260,468 84.0%
福島県 64,332 126,061 122,693 123,695 436,781 40.3%
茨城県 524,905 587,537 586,772 773,615 2,472,829 76.9%
栃木県 414,980 475,357 473,567 620,284 1,984,187 79.6%
群馬県 309,519 369,554 367,327 467,316 1,513,715 81.4%
埼玉県 1,076,451 1,337,418 1,311,848 1,625,241 5,350,958 82.8%
千葉県 1,032,301 1,282,565 1,258,043 1,558,582 5,131,491 82.8%
東京都 1,957,737 2,432,357 2,385,853 2,955,818 9,731,764 82.8%
神奈川県 1,310,774 1,628,549 1,597,413 1,979,025 6,515,761 82.8%
山梨県 151,570 190,678 190,097 216,612 748,957 89.8%
静岡県 579,043 971,050 951,366 1,052,117 3,553,576 93.0%
長野県 222,753 357,166 350,797 388,467 1,319,183 89.8%
新潟県 118,053 191,293 185,914 205,877 701,138 90.0%
富山県 76,855 124,536 121,034 134,031 456,457 90.0%
石川県 66,769 108,192 105,150 116,441 396,552 90.0%
福井県 64,212 104,049 101,123 111,981 381,365 90.0%
岐阜県 289,806 486,001 476,150 526,575 1,778,531 93.0%
愛知県 1,348,308 2,314,510 2,215,263 2,449,862 8,327,942 93.6%
三重県 266,934 458,220 438,571 485,016 1,648,741 93.6%
滋賀県 144,227 207,231 195,313 229,763 776,534 93.4%
京都府 279,185 401,145 378,075 444,761 1,503,166 93.4%
大阪府 1,233,489 1,772,329 1,670,399 1,965,029 6,641,247 93.4%
兵庫県 740,321 1,063,725 1,002,548 1,179,380 3,985,974 93.4%
奈良県 310,405 446,003 420,352 494,495 1,671,255 93.4%
和歌山県 89,430 128,497 121,107 142,469 481,504 93.4%
鳥取県 36,929 56,602 52,644 60,096 206,272 94.9%
島根県 54,280 83,196 77,378 88,330 303,184 94.9%
岡山県 262,961 403,048 374,864 427,924 1,468,797 94.9%
広島県 484,059 741,931 690,049 787,721 2,703,761 94.9%
山口県 134,187 205,672 191,289 218,365 749,513 94.9%
徳島県 87,934 116,608 110,317 123,922 438,781 94.8%
香川県 184,947 245,255 232,023 260,637 922,862 94.8%
愛媛県 131,546 174,440 165,029 185,381 656,395 94.8%
高知県 86,332 114,484 108,307 121,664 430,787 94.8%
福岡県 672,145 791,037 773,824 889,909 3,126,915 94.8%
佐賀県 42,749 50,310 49,215 56,598 198,873 94.8%
長崎県 93,322 109,829 107,439 123,556 434,146 94.8%
熊本県 166,796 196,299 192,028 220,835 775,958 94.8%
大分県 100,001 117,690 115,129 132,400 465,220 94.8%
宮崎県 125,765 148,011 144,790 166,510 585,076 94.8%
鹿児島県 133,017 156,545 153,139 176,112 618,813 94.8%
沖縄県 135,498 159,465 155,995 179,397 630,355 94.8%
全国計 85,501,484 87.7%

●県別前年対比練習場入場者数減少率マップ

前年比
福島県 40.3%
宮城県 57.5%
岩手県 75.3%
茨城県 76.9%
栃木県 79.6%
青森県 80.2%
群馬県 81.4%
埼玉県 82.8%
千葉県 82.8%
東京都 82.8%
神奈川県 82.8%
秋田県 84.0%
山形県 84.0%
北海道 88.8%
長野県 89.8%
山梨県 89.8%

前年比
石川県 90.0%
新潟県 90.0%
富山県 90.0%
福井県 90.0%
岐阜県 93.0%
静岡県 93.0%
大阪府 93.4%
京都府 93.4%
奈良県 93.4%
滋賀県 93.4%
兵庫県 93.4%
和歌山県 93.4%
愛知県 93.6%
三重県 93.6%
宮崎県 94.8%
福岡県 94.8%
佐賀県 94.8%
長崎県 94.8%
鹿児島県 94.8%
熊本県 94.8%
大分県 94.8%
沖縄県 94.8%
香川県 94.8%
徳島県 94.8%
愛媛県 94.8%
高知県 94.8%
岡山県 94.9%
鳥取県 94.9%
島根県 94.9%
広島県 94.9%
山口県 94.9%
全国 87.7%

● 〈資料 3〉特定サービス産業動態調査・ゴルフ練習場入場者数対前年同期対比グラフ
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ゴルフ練習場入場数予測に関する資料
①ゴルフ練習場入場者に対する県別・四半期別震災影響度係数は

＜資料１＞となりました。全要因合計係数×「3％」が前年実績
マイナスとなり、2011 年入場者予測数を求めています。

②＜資料２＞に東北 6 県及び、関東・甲信越・全国の入場者予測
数を表示しました。

③時間とともに回復する他地区に対して、岩手、宮城、福島では
入場者回復が遅れることが予測されます。＜県別前年対比練習
場入場者数減少率マップ＞と併せてご参照下さい。

④なお震災以前の 2010 年後半より全国的に見られる練習場入場
者数の前年度割れ傾向も経済産業省・特定サービス産業動態
調査に基づき加味したものとなっています。＜資料３ 特定サー
ビス産業動態調査・ゴルフ練習場入場者数対前年同期対比グ
ラフ＞



東日本大震災が日本の経済構造・ゴルフ市場
に与える影響と問題点を考える

　地球の自転を早め一日を百万分の１.８秒短くするほどの巨大

地震発生、最大３９Ｍにも達する津波来襲、福島第一原子力発電

所崩壊による放射能汚染拡大‥‥、まさに未曾有の天災、人災の

連鎖が一挙に起きた。この震災は、 「文明至上・効率優先・科学

万能」 神話が、自然の脅威に対していかに無力で空しいものであ

るかを警告してくれた。また廃墟と化した原発の現場を見ると、

まさに 「バベルの塔」 伝説が甦った感がする。

１．震災による既存の経済繁栄システムの崩壊
　さる民間経済研究所は、保障と復興に２０兆円～３０兆円、原

発の処理が長期化すれば、最終的には４０～５０兆円位の費用が

必要であると試算している。さらに次のような、既存の経済成長

システムに対する障害の拡大も、危惧されている。

①. 日本の基幹的経済成長システム（加工貿易） の機能麻痺

　・太平洋ベルト地帯沿岸部における生産拠点の喪失

　・エネルギー不足の恒常化と放射線汚染の影響拡大

②. その結果、グローバル企業は生産拠点の海外移転を進行

　・産業の空洞化加速　→　雇用の減少　→　個人消費縮小

③. 莫大な復興財源供出による国の財政破綻危機拡大

　・消費税率の大幅上昇　→　生活者の支出配分の変化

　これらの障害発生は、経済高成長を基盤に市場を拡大してきた

ゴルフ産業界にも、深刻な影響を与えるであろう。

２．ゴルフ市場への影響分析
①. 直接的要因による影響

　・被災地域におけるゴルフ人口と関連支出の激減

　・関東地区を中心とする電力不足の継続　→　練習場の夜間営

　業とゴルフ場の冷暖房自粛　→　ゴルフ動機の低下

②. 間接的要因による影響

　・ゴルフ場放射能汚染に対する恐怖心増大　→　非直接被災地

　（首都圏） からの利用者減少　→　風評被害の拡大

③. 心理的要因による影響　

　・未曾有の震災と被災地に対する 「ゴルフどころではない」 心

　	理の全国的波及　→　ゴルフ性悪説の再発懸念拡大

　①の直接被災地の総市場規模に占める割合は６％程度である

が、②の影響が強まると１０～１５％程度の縮小が発生する可能

性が高まり、③の 「ゴルフどころではない」 心理が全国に蔓延す

ると、その影響は計り知れなくなる。こうしたマイナス要因への

対応を検証してみると、多くの問題点が散見される。

３．現状の被災地支援活動における問題点
　ゴルフ界で展開中の主な活動は、以下のようである。

①. ゴルフ関連 20 団体による合同の復興支援プログラム

　　「グリーン・ティー・チャリティー」　の展開

②. プロゴルファーによる支援活動

　  義援金募集活動、チャリティーイベント、獲得賞金の供出

③. ゴルフ場　→　利用者一人につきＯＯ円の義援金供出

④. 用品メーカー　→　特定ギア売上の一部義援金供出

⑤. ゴルフ関連企業の義援金供出

　こうして集められた義援金の大部分が日本赤十字社に送られ、

被災地支援に活用されるものの、ゴルフ業界への支援に回される

可能性は極めて低い。勿論日本国民である以上、被災地支援に積

極的に取り組むのは当然の義務であるが、ゴルフ界が集めた費用

の一部は、被災地ゴルフ市場支援に使うことも検討すべきではな

かろうか。ゴルフのような非生活必需品目業種は、業界からの支

援がなければ被災地域市場は消滅する可能性もあり、それが 「ゴ

ルフどころではない」 心理と結びつけば、日本のゴルフ市場は深

刻な影響を受けることになる。

　次に気になるのは、復興支援という大義のもとに活動がイベン

ト化し、義援金の多寡を競うような傾向が見られる点である。特

に中心となる関係者の、自己顕示的な対応やメディアへの露出は、

何かゴルフの本質とはかけ離れているような思いがする。

４．ゴルフ業界が真に果たすべき役割
　ゴルフの原点は、あるがままの自然のコースを舞台として、あ

るがままの状態のボールに対応し、自らと戦うというところにあ

る。ドーソン・テーラーはコース誕生を 「大自然が設計家であり、

人間と動物が施工主であった。スコットランドの海岸線は、時

代とともに潮の干満によって次第に形作られ‥‥」 と表現してい

る。今我々は、「人間と自然」がいかに共存していくかを問われ

ているのである。そして自然から受けた心の傷の治癒には、自然

の力が必要であることも教えられた。

　ゴルフは自然の優しさと厳しさを教えてくれる、他に類のな

いスポーツである。義援金提供による自己満足やスタンドプレー

に邁進するのではなく、今一度ゴルフの原点に戻り、誰でもが

参加でき、傷ついた心を癒してくれるような新たなゴルフライ

フを東北地区から発信する為、関係者の知恵と心を結集し取り

組むべきである。それがゴルフを通じた真の復興支援となるで

あろう。

自 然 が 与 え た 心 の 傷 は、 ゴ ル フ を 通 じ た 自 然 の 治 癒 が 必 要

JGRA NEWS　Vol.31　特別寄稿
JSMI 日本スポーツマーケット研究所　所長　廣瀬 恒夫

■プロフィール
廣瀬 恒夫
昭和 18 年生まれ　ＪＳＭＩ 日本スポーツマーケット研究所　所長
NPO 法人 ゴルフ・アミューズメント・パーク 理事長
㈳全日本ゴルフ練習場連盟　理事　㈳日本ゴルフ場事業協会　理事　その他
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　日本ゴルフトーナメント振興協会は、ゴルフトー

ナメントの振興支援を図るため、ゴルフトーナメン

トに係わる企業や関係機関とともに、ゴルフトーナ

メント復興支援に関する調査研究、安全対策等の

整備、媒体効果の向上、社会的貢献活動の推進等

を行うことにより、我が国スポーツ産業の振興発

展並びに国民生活の向上に寄与することを目的と

して、１９９１年３月に設立されました。そして本年

７月１日からは内閣府の答申を受け、一般社団法

人として活動しています。

　ゴルフトーナメント界の活性化という視点でゴル

フ界を展望すると、国際化への対応が急務と言え

ます。２０１４年には世界アマチュア選手権が５２年ぶ

りに日本で開催され、２０１６年にはオリンピックが

控えています。昨年の日米のツアーでは男女とも外

国選手が席捲し、今年もその強さを遺憾なく発揮

しています。また、トーナメント界の国内外の動き

は選手の出入りだけでなく、トーナメント自体でも

アジア地区で開催が目立ってきています。日本企業

の冠トーナメントも既にアジアで開催しているよう

に、国際化の時代はもう始まっているのです。日本

で活躍する外国選手や海外ツアーに参戦する日本

選手達には共通の課題があるように思えます。そ

の地区の文化を理解して馴染み、ギャラリーやＴ

Ｖ視聴者にも好感を持って受入れられることが大

切であり、言葉の問題も大事です。また、トーナメ

ントを支える企業の、拡大するアジア市場への対

応も必要になります。併せて、ジュニア時代からフ

レンドリーで強い選手を育てる環境づくりをゴルフ

界挙げて取り組むことも重要なことです。

　ＪＧＲＡが実施しているジュニアゴルファー検定

制度に参加しているジュニアも含めて、全てのゴル

ファーがそうであるように、ゴルフとの最初の出会

いはゴルフ練習場です。そこは単にゴルフの技を

習得するだけの場ではなく、生涯の健康スポーツと

してのゴルフに触れる時であり、ゴルフが出来るこ

との喜びを感じる場になります。そこで得たゴルフ

界の種々の情報は、やがては周囲のゴルフ未経験

者をゴルフの世界に誘引するファクターの一つにな

るはずです。現在もそうであるように、これからも

ゴルフ界の全ての情報発信基地であるゴルフ練習

場であってほしいと思います。日本ゴルフトーナメ

ント振興協会もゴルフトーナント界の情報をＪＧＲＡ

の皆様に提供させていただきたいと思います。

ゴルフトーナメント界の
活性化

一般社団法人
日本ゴルフトーナメント振興協会
理事長　日枝 久

一般社団法人
日本ゴルフトーナメント振興協会

ゴルフ関連団体の紹介
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平成23年度JGRA年間行事 予定表（平成23年4月～平成24年3月）
年・月 会議 年・月 事業
平成23年

4 月
平成23年

4 月
19 日（火）  第 51 回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会
　　　　　（栃木県：那須野ヶ原 CC）

5 月  10 日（火） ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室） 5 月

6 月

  6 日（月） 広報委員会（東京都：JGRA 会議室）
  8 日（水） 幹部会（東京都：京王プラザホテル）
  8 日（水） 第 19 期通常総会（東京都：京王プラザホテル）
  9 日（木） 懇親ゴルフ会（東京都：東京よみうりカントリークラブ）
 14 日（火） ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
 27 日（月） 広報委員会（東京都：JGRA 会議室）

6 月   8日（水） 第 6 回優秀経営・管理者表彰制度 発表・表彰
　　　　  （東京都：京王プラザホテル）

7 月   7 日（木） ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
  8 日（金） 広報委員会（東京都：JGRA 会議室） 7 月

 7 日（木） 第 16 回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　　  「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」
　　　　  （東京都：ハイランドセンター）
会報発行予定

8 月
  9 日（火） 広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

8 月

9 月
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

9 月

10 月
 28 日（金） 幹部会（東京都：神宮前区民会館）
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

10 月

14 日（金） 第 52 回（社）全日本ゴルフ練習場連盟研修会会員選抜大会
　　　　  （兵庫県：小野グランド CC）
第 22 回 ジュニアゴルファー検定会　ブリヂストンオープンゴルフトーナメント
　　　 （千葉県：袖ヶ浦 CC）
第 17 回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　  「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」 

11 月
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

11 月 29 日（火） ジュニアゴルファーサポートセミナー
　　　　  （東京都：国立オリンピック記念青少年センター）　

12 月
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

12 月 第 23 回 ジュニアゴルファー検定会　Hitachi 3tours Championship
　　　 （千葉県：キングフィールズ GC）

平成24年
1 月

 13 日（金）　幹部会（東京都：ANA インターコンチネンタルホテル東京）
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

平成24年
1 月 会報発行予定

2 月
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）
事業推進委員会

2 月
第 46回 ジャパンゴルフフェア 2012（東京都：東京ビッグサイト）
第 18 回「ジュニアゴルファー検定委員認定講習会」並びに
　　　  「ジュニアゴルファー検定事業場認定会」
JGRA ゴルフ練習場ビジネスセミナー

3 月
 23 日（金）　理事会（東京都：神宮前区民会館）
広報委員会
ジュニアゴルファー育成委員会（東京都：JGRA 会議室）

3 月

他団体との協議・後援協力
年・月 会議・後援名義・ポスター掲示・人派遣

平成23年
4 月

第 45 回全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用・ポスター掲示協力》
第 11 回全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用・ポスター掲示協力》
第 17 回全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用》
第 17 回全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用》
第 8 回全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技《名義使用》
第 5 回全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技《男子部門・女子部門》
  2 日（土）　ガン撲滅チャリティ 2011JGGA ゴルフ大試打会（大阪府：江坂ゴルフセンター）《名義使用・ポスター掲示協力》
  4 日（月）　ゴルフ 20 団体合同記者会見（東京都：ヴェルサール半蔵門）
13 日（水）　日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）
23 日（土）　ガン撲滅チャリティ 2011JGGA ゴルフ大試打会（愛知県：大江グランドゴルフ）《名義使用・ポスター掲示協力》
26 日（火）　日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

5 月

  4 日（水）～ 8 日（日）　ワールドレディスチャンピオンシップサロンパスカップ（茨城県：茨城ゴルフ倶楽部）《ポスター掲示協力》
16 日（月）　第 11 回日本片マヒ障害オープンゴルフ選手権（千葉県：レインボーヒルズカントリークラブ）《名義使用・ポスター掲示協力》
12 日（木）　ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
17 日（火）　JGC 理事会・総会（東京都：世界貿易センタービル）
18 日（水）　日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

6 月   7 日（火）　日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）
16 日（木）　 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）

7 月

15 日（金）　 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
21 日（木）　日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）
25 日（月）  サンクロレラクラシック（北海道：小樽 C.C）《後援名義》《ポスター掲示協力》
25 日（月）～ 9 月 4 日（日）　ゴルフフェスタ CHIBA2011《ポスター掲示協力》

8 月 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

9 月
23 日（金）～ 25 日（日）　第 39 回ミヤギテレビ杯ダンロップ女子オープンゴルフトーナメント（宮城県：利府ゴルフクラブ）《名義使用・ポスター掲示協力》
ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

10 月 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

11 月 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

12 月 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
日本ゴルフサミット会議（東京都：JGA 会議室）

平成24年
1 月

ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
ゴルフ 16 団体新年会
JGC 理事会

2 月 2012 ゴルフ市場活性化セミナー（東京ビッグサイト）
3 月 ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）（東京都：ゴルフダイジェスト社）
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社団法人全日本ゴルフ練習場連盟　本支部事務局住所録

広告出稿会社　お問い合わせ先リスト

編 集 後 記

〒350-1306  埼玉県狭山市富士見1丁目11番1　資料請求承ります

取扱店同時募集中！
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tel.04-2950-0400  fax.04-2950-0401
ホームページ
よりご購入
頂けます！！

詳しくは
担当：赤嶺まで7/5発売号

“EVEN”に掲載
されました 株式会社バリークジャパン

　この程、東日本大震災で被災された皆々様には、心からお見舞いを申し上げます。
　我 Ｊ々ＧＲＡでは震災後に、まずはゴルフ練習場の被災状況を確認するべく、被災地のゴルフ練習場にＦＡＸや電話を致しました。被災
者の方には、復興作業で忙しいにもかかわらず、調査に協力して頂きましたことを感謝致します。当連盟としては微力ですが復興支援に向
けた募金活動を行い、今後は復興支援イベントの開催、被災者への物資支援を中心に支援活動を継続して行っていきたいと考えております。
　一方ゴルフ業界では、特集でも触れましたが「グリーン・ティー・チャリティープログラム」を推進し、ゴルフ団体の垣根を越えてチャリティー
活動を継続して推進していきます。我々練習場連盟の役割は、全国にある地域に密着した練習場がそれぞれ連携をとり、的確なる情報を
もとに大きな流れを作ることだと考えております。そのためには皆様のご協力が必要不可欠です。どうぞ皆様、今こそこの「ピンチ」を「チャ
ンス」と捉え、「ゴルフ練習場経営ビジネスモデル」の構築を模索しようではありませんか。

詠み人知らず

会社名 担当部署 住所 TEL URL
SRI スポーツ株式会社 お客様専用フリーダイヤル 〒 651-0072　兵庫県神戸市中央区脇浜町 3-6-9 0120-653-045 http://golf.dunlop.co.jp/
KD スポーツ株式会社 営業部 〒 164-0012　東京都中野区本町 6-25-3 03-3382-4441 http://www.kdsports.co.jp/

第一ゴルフ工事株式会社 営業部 〒 158-0081　東京都世田谷区深沢 7-18-23 03-3702-3136 http://www.d-g-k.com/
喜和産業株式会社 営業部 〒 105-0012　東京都港区芝大門 2-7-6　大衛ビル 03-3432-1636 http://www.kiwasangyo.co.jp/

ブリヂストンスポーツ株式会社 お客様サポート 〒 140-0013　東京都品川区南大井 6-22-7　大森ベルポートE 館 0120-116-613 http://www.bs-golf.com/
株式会社ゴルフパートナー FCサポート部  加盟開発課 〒 101-0052　東京都千代田区神田小川町 3-7-1 ミツワ小川町ビル 3F 03-5217-9705 http://www.golfpartner.co.jp

スナガ開発株式会社 営業部 〒 326-0333　栃木県足利市問屋町 1160-5 0284-72-8181 http://www.sunaga-g.com/
オフィスサカイ 営業部 〒 350-1302　埼玉県狭山市東三ツ木 187-1-108 080-4177-6308 　

大和ハウス工業株式会社 東京支社 流通店舗事業部 営業部 〒 102-0072　東京都千代田区飯田橋 3 丁目 13 番 1 号 03-5214-2240 http://www.daiwahouse.co.jp/
日本シー・エー・ディー株式会社 特機事業部 〒 161-0033　東京都新宿区下落合 2-14-1 CAD ビル 03-3232-4111（代）http://www.super-shot.jp/

　 所在地 会長名 事務局 TEL ホームページ
メールアドレス

本部事務局 〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 6-2-6 原宿あかねビル 205 号 石井 信成 田坂 陽介 03-3486-0753 http://www.jgra.or.jp/
jgra@gol.com

支　部　名 所在地 会長名 事務局 TEL ホームページ
メールアドレス

北海道支部 〒 003-0027　北海道札幌市白石区本通り1 丁目北 3-34 インドアゴルフサミー内 太田 博視 根田 進（局長） 011-868-6166 http://www.hgra.jp/
info@sammygolf.net

東北支部 〒 989-3206　宮城県仙台市青葉区吉成台 2-24-25 宮城ゴルフガーデン内 柴山 忠雄 猪股 美香（局長） 022-278-2035 　
range@miyagigolf.co.jp

関東支部 〒 150-0001　東京都渋谷区神宮前 6-2-6 原宿あかねビル 205 号 石井 信成 近藤 泰隆（局長） 03-3406-4305 http://www.jgra-k.com/
info@jgra-k.com

関西支部 〒 530-0047　大阪府大阪市北区西天満 3-5-1 和田伊ビル 202 号 北野 友之 高木 晧次（局長） 06-6364-3901 http://www.kgpu.com/
kgpu@gaea.ocn.ne.jp

中四国支部 〒 760-0002　香川県高松市茜町 27 番 29 号高松青春ゴルフセンター内 森 茂幸 森 茂幸（局長） 087-861-0734 　
seishun@arrow.ocn.ne.jp

九州支部 〒 812-0011　福岡県福岡市博多区博多駅前 3-7-3 皐月Ｍ博多 306 号 古賀 正隆 稲田 寿夫（局長） 092-414-0606 http://www.kgra.net/index.htm
kgra@lep.bbiq.jp
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これからの横コンは“チェイン”です
ボールタンク、静かなチェインコンベアの埋設に
より打席及び通路スペースをスッキリと静かな
解放感のある空間にします。
●チェインコンベアはボールを一列で搬送
●ボールタンクはボールを整列制御
●故障も少なく保守もラク


